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はじめに 
著者たちは，これまでに液状化後の変形特性に関して様々な実験を行い検討してきた 1)。徳島県の吉野川周

辺の不撹乱試料について同様な試験を行った結果，細粒分含有率とせん断剛性低下率の関係は，細粒分を多く

含む試料ほどせん断剛性の低下の割合は小さくなるという結果が得られている 2）。しかし，既往の東京低地で

の研究結果と比較するとせん断剛性の低下割合は少し異なることがわかった。そこで本論文ではその要因につ

いてさらに研究を進めた結果について報告する。 

試験方法 
試験装置には，繰返しねじりせん断試験装置を用い，供試

体には不撹乱試料を使用した。試験方法は，飽和度 95%以上

となるように通水し，原地盤と同じ有効拘束圧のもとで等方

圧密した後に，非排水状態で 20回繰返し載荷を行った。その

後，非排水状態を保ったまま静的単調載荷を行った。静的単

調載荷はひずみ制御で行い，載荷速度は 10%/minとした。静

的単調載荷時の応力～ひずみ関係を液状化後の応力～ひずみ

関係とみなし，下に凸のバイリニアとなる 1）。供試体の剛性

が変化する点を抵抗変曲点とし，その点までに要する区間を

微小抵抗領域γL，抵抗変曲点までの割線勾配をせん断剛性

G1，抵抗変曲点からの回復領域の接線勾配をG2と定義する。

また，標準貫入試験における N値から道路橋示方書に示され

ている弾性定数の推定式 E=2800N（kN/m2）を用いてヤング

係数 Eを求め，ポアソン比を 0.33として，初期せん断剛性に

換算する。この値を GNとし，液状化に伴うせん断

剛性の低下率 G1/GNを求めた。 

試験結果 
図-1に徳島県の不撹乱試料について液状化後の変

形特性試験の結果を細粒分含有率と，せん断剛性低

下率の関係で整理して示した。なお，この図の点線

は東京低地などの不撹乱試料の結果による提案曲線

である 3）。この図を見ると，徳島県の不撹乱試料で

行なった試験結果は，東京低地などの不撹乱試料か

ら得られた提案曲線と比べ，剛性の低下が大きくな

っていることがわかる。以下にこのような差が生じ

た原因について検討した結果を考察する。 

図-1に示した提案曲線と徳島県の不撹乱試料およ
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図-2 せん断剛性低下率に与える Ipの影響 
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び，東京低地などの不撹乱試料のせん断剛性低下率との差を

とり塑性指数 Ipで整理を行なった。その結果を図-2 に示す。

これを見ると塑性指数 Ipが大きくなるとその差が小さくなる

傾向にあることがわかる。このことより，土のねばりは液状

化後のせん断剛性低下率に影響を与えるといえる。 

次に，図-1に示したせん断剛性低下率に代えて，液状化前

の初期せん断剛性GNで除す前の液状化後のせん断剛性G1そ

のものでも整理した結果が図-3である。その結果，細粒分が

大きくなると液状化後のせん断剛性 G1 は多少大きくなるも

のの，せん断剛性低下率のように，試料間に明瞭に差はみら

れなかった。図-4は，図-3に示した近似曲線との差を Ipとの

関係で整理したものである。その結果も図-3と同様に試料間

の差はみられなかった。 

ところで，通常せん断剛性は拘束圧の 1/2 乗程度に比例し

て大きくなる。しかし，図-3を見てみると，すべて

の場合においてそれほど差がない。深さ方向に試験

を行っているため，拘束圧が大きい深い所の試料の

方が，せん断剛性が大きくなると思われるが，どれ

もほぼ同じ値である。その点を検討するため，横軸

に試験時の有効拘束圧をとり整理を行なった。その

結果を図-5に示す。これを見ると，液状化するしな

いの境である FL=1.0 では拘束圧が大きくなると液

状化後のせん断剛性 G1も少し大きくなっている。し

かし，完全に液状化した FL=0.9では拘束圧に関係な

くほぼ一定値となった。このことから，液状化した

土は粘性流体のようなになり，そのせん断剛性は拘

束圧の影響を受けないのではないかと考えられる。 

まとめ 
不撹乱試料における液状化後の変形特性を求めた

試験結果を用い様々な検討を行なった。その結果，液状化に

伴うせん断剛性低下率は東京と徳島で差が見られたが，液状

化後のせん断剛性 G1そのものは，比較的近い値となった。ま

た，拘束圧が G1に与える影響は，液状化が激しくなると無く

なるのではないかと考えられる。 
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